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　生後 2週 目か ら哺乳直後 の 水様下痢 ，腹部膨満 が 出現 し，
シ ョ ッ ク様状態 で 入 院 した 生後 1カ月の牛

乳ア レ ル ギーの 1例を経験 した．入院時本児 の 皮膚反応 は 陰性 で あ っ た が 牛 乳抗原 に よ る 1’K 反応 陽

性，血清総 IgE 高値，　 RAST に よ る牛乳特異 lgE 抗体 陽性か ら 1型 ア レ ル ギ
ー

の 関与 が 考 え ら れ た ，さ

ら に CH50 の 著明 な低 下 と各免疫グ ロ ブ リ ン の 牛乳特異抗体，特 に 牛乳特異 IgG1抗体 の 上 昇，血清 に 牛

乳添加 す る こ と に よ り補体 吸収反応 の 亢進 が み ら れ た こ と か ら m 型 ア レ ル ギー
反応 の 関与 が 考 え ら れ

た ．6D5Z ミ ル ク 開始後 は 血清総 IgE 値 は 1カ 月後 に 低 下 し RAST は 陰性 化 した，牛乳特異 IgM ，　 IgA

抗体 は 1 カ 月後 に は 消失 し，IgG 抗体 は 5 カ 月 ま で 徐 々 に 低 下 した ．血清 CH50 は 次 第 に 上 昇 し正 常 化 L

た．牛乳抗原添 加 に よ る 補体 吸 収 反 応 は 3 カ 月 で 低下， 5 カ 月 で 消失 した ．ま た 妊娠中母 親 は 多量 の 牛

乳 を摂 取 し て い た が 母 血清中 の 牛乳特 異抗体 は 上 昇 L て お ら ず，本 児 の 牛乳 に 対す る 各免疫 グ ロ ブ リ ン

ク ラ ス の 特異抗体 は 胎盤移行性 で は な く胎 内感作 に よ り本児 自身 が 産生 した もの と 考え ら れ た．
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は じめ に

　食物 ア レ ル ギ …
の 診 断 は IgE抗 体 の み で は な く皮

嚼反応，Prausnitz・Ktistner（PK ノ 反 応，特異 lgG 抗

体， リン パ 球 芽球化反応，食物 抗原 の 除去あ る い は 負

荷試験 な ど が 用 い られ る が，そ の 診断 は 必ず し も容 易

で は な い ，

　私た ち は 哺乳時 に 水様 ド痢，腹 部膨 満 を伴 い チ ア

ノ
ー・

ゼ を呈 し た 牛乳 ア レ ル ギ
ー

の 1 例 を 経験 し た． こ

の 乳児で は 血清総 IgE値の 高値，　RAST に よ る 牛乳特

fi　lgE抗体 の 他 に IgG，　 IgM ，　 IgA 各 ク ラ ス の 牛乳抗

原 に 対す る特異抗体を 認め，血清 CH50 の 低下があ っ

た，急性期 の 本児 の ［自工清 に 牛乳抗原を添加す る こ とに

よ り補体 吸 収反応 が 亢 進 した こ とか ら，本児 の 発症 に
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Abbreviations ：　ABTS 　 2
，
2’・azinobis 　（3−

ethylbenzothiazeline ・6−sulfonate ）；　 α LA 　 α 。

1actoalbumin ；　βLG 　β・1actoglobulin ；　 ELISA

enzyme −linked　immunQsorbent　assay ； PBS 　phos ・

phate　buffered　saline ；　PK 　Prausnitz・KUstner；
RAST 　radioallergosorbent 　test

は lgE抗体 を介す る 1型 ア レ ル ギ ー
反応 の 他 に 補 体

結 合 性抗体 を 介す る IH型 ア レ ル ギ
・一

反 応 が 関 午し て い

る と考 え られ た ．食物 ア レ ル ギ ー機序を 考 え る うえで

貴重 な 症 例 と思 わ れ た の で ，臨床経過 と 牛乳特異抗 体

の 推移 に 文献的考察 を加 え て 報 告す る．

症　例

　 症例 ：生後 29日，女児，

　主訴 ：体重増加 不 良，水様 下 痢，腹部膨満，チ ア ノ ー

ゼ ．

　現病 歴 ： 在胎 40週 2 凵，2978g，　 Apgar 　score 　9に て

出生 ．混 合栄養 を 行 っ て い た が
， 生後 2 週 目 ご ろ か ら

哺乳力低下 が 始 まり，哺乳直後 に お こ る 水様下 痢，腹

部膨満 を 伴 う よ うに な っ た．生 後28日 目 に 突然 ぐ っ た

り と な り，全身 チ ア ノ ーゼ が 出現 し た た め来院 した ．

　家族歴 ：ア レ ル ギ
ー
歴 は 特 に な し．N22歳．牛乳嫌

い の た め 12歳以 降ほ と ん ど牛乳 を摂取 して い な か っ た

が，本児妊娠 を機 に 妊娠 5 ヵ 月 か ら 分娩 ま で 毎 日500

m1 の 摂取 を 続 げ た ．

　入院 時現症 ：体重 3022g （生後 7 日 目 か ら6．3g／day
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「
rable　 l　 Laboratory 　findings　 on 　admission

WBC 　 　 　 　 　 ］510｛〕！mm
霧

　 Stab．　　　　　　　　 23％

　 Seg．　 　　　　 　 24

　 Eosino ．　　 　　 　　 　  

　 Baso，　 　　 　　 　　 O

　Ly1nph．　　　　　　　44

　Atyp．　Ly　　　　　 ユ

　 Meta、　　　　　　　 4

　恥lyelo，　　　　　　　　　3

RBC 　　　　　 286 × 104　XMm3
Hb 　　　　　　　　 9．49 ／dl

Ht　　　　　　 28．2％
PLT 　　　　　　74．2x ］O‘

／mm3

Reticulo、　　　　　　　 27％。

CRP　　　　　　　　l2．｛〕mgi
’
dl

pHPaCO2PaO21

−ICO ，

BEGIucoseNaKClBUNCreatin

．
TPALBT

−BilD
．BilIgG

　 M

　 ACH50

7．274

　17．2mmHg
83．7mmHg

　 8 ．Ommo1 〃

− 16．lnmol 〃

　 121mg ！d1

　 135mEq 〃

　 4 ．⊥mEq 〃

　 li5mEq 〃

　 6 ，3111g！d1

　 〔，．7mg ！dl

　 6．49 ／di

　 3．39 ／d［

　 0 ．4mg ／dl

　 O，1m9 ／dl
　1386n ユg〆dl

　 128mg ！dl

　 l94　mg ／dl
ぐ 10．OUlm1

CD3

　 4

　 8

「Urinalvsis：

　pH

　 GIucuse

　 PrQtein

　 Occult　blood

75．9 ％

55．3％

23 ，2 ％

6． 
〔
一

）

〔± 〉

〔　 ）

〔St〔〕ol 　 examination ：［

pH 　　　　　　　　6． 
Occult　blood　　　（十 ）

Clini　test　　　　　　：：
一
冫

Sudan 　III　　　　 （十 ）

Eosinophn 　　　　（一）

Bacterial　 cu 】ture

　 　 　 　 　 Normal 　Flora

の 増加 ）t 身長51．4cm ．　t．身チ ア ノ
ー

ゼ ，四 肢 末梢 は 蒼

白で あ っ た ．湿疹，出血 斑 な ど は 認 め なか っ た ．心拍

144／min ，呼吸数45／min ，血 圧 92／50，体温 37．1℃．著

明な腹部膨満 を 認 め ，腸蠕動 は 軽 度亢進 し て い た ．心

音 Levine　II度 の 収縮期雑音，呼吸音清，全体 に 筋 緊張

の 低 ドを 認 め た ．

圧 を 調整 して 持続注 入 を 開始 し次第 に 投
iJ
”量 を増加 さ

せ た と こ ろ 便性 は 改善 し 体重 の 増 加 が み られ た ． 5 カ

月か らは 積極的 に 離乳食を開始 し た が 下痢 の 再 発 は な

く 8 ヵ 月 の 現在，体重増加 は II痕調 で 運動発達 も良好 で

あ る （Fig．1〕．．

入 院時検査結果 （Table　 1）

　末梢 血 中 の 白血 球 は やや増加 し て い た が好酸球 の 増

加 は 認 め な か っ た．血液 ガ ス で は 代謝性 ア シ ドー一
　
・
；　 Z

を 呈 し て い た．生 化 学検査 で は ア ル ブ ミ ン 低 値 で あ る

以 外 は 特 に 異常 な く血 清 ビ リ ル ビ ン 値 も問題 な か っ

た ．IgG，　M ，　A ，　E 抗体 は い ず れ も ヒ昇 し て お り CH50

の 著明 な低
．
下が み られ た ．血 尿 は 認 め なか っ た．便 は

pH 　6， ク リ ニ テ ス ト陰性 で Sudan　III染色陽性 で あ っ

た ．便中好酸球 は み られ ず便培養 は normal 　fioraで

あ っ た ．便の 浸透圧 は 282mOsm 〃 で あ り浸透圧 件 F

痢 と考 え ら れ た 。

入 院後経過

　輸液 に よ る pH 補正後 チ ア ノ …ゼ は た だ ち に 消失 し

た ．ボ ン ラ ク ト （和光堂），MA ・1（森永乳業），　 non 　oi 】

MA −1 （森永乳業 ） ミ ル ク を 使用 し た が 水 様 下痢 は 続

き，下 腿 の 紅斑 の 出現，真繭感染，正 球性 ， 正 色素性

貧 血 を 併発 し て きた た め 完全中 心 静脈栄養を 開 始 し

た 。 4 口間 の 絶食 の 後 605Z 〔明治乳業 ） ミ ル ク を浸透

免疫学的検索

1．方法

　牛 乳特異 IgG，　 IgM ，　 IgA 抗体，牛 乳特異 IgG サ ブ

ク ラ ス 抗体 ，溶 ［nL性補体吸収反応 に つ い て は ，当院 で

分離 し た 前晴 を
一70℃ で 保存 し 国 、レ1療養所南京都病院

で 測定を行 っ た．

　1．∫価青総 IgG，　M ，　A 抗体 は ネ フ ェ ロ メ ト リ
ー

法 で

測 定し た ．

　2．血清総 lgE値は RIST 法 に て 測定．牛乳 成分 の

特 異 lgE抗体 は RAST 法 （Pharmacia 社） で 測定 し

た．

　3．皮膚反応 は 鳥居薬品製 ス ク ラ ッ チ エ キ ス
，
PK 反

応 は 鳥居薬品製皮内反応用 エ キ ス を 用 い た ．

　4．牛乳特 異 IgG，　 M ，　 A 抗体

　enzyme −1inked　immunesorbent 　assay （ELISA ） 法

に て 測定 し た ．phosphate 　buffered　saline 〔PBS ） に

溶解 し た 牛乳抗原 （鳥居薬品 製）20μg／ml ，100μ 1を

microtiter 　 plate に 入れ 4℃ ，　 overnight 後 washing

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

林 　 野 花 他 59

：／’edi　2年度厚生 省乳幼児身体発育調査結果の 資料 よ り作製）　作図名　諏 訪城三，立 花克彦　発 行 冂　 1992年 9月 1 日

8 ．Ht 、
〔cm ）

　 go

H ．C、
（cm ）

田

璽

1

Cross−sectbnal 　Growth　Chart　for　Girl（0−24months）

四 eaning

一 ，一一一一
c − ［＝ ＝　 ＝ ＝ ＝

RdmiSSIon

12　13　14　15
Age（month5 ）

B ．Wt，
（k9）

14

B ，Wt ．
1（kgl

Fig．　 L　Growth　curve 　 of 　body　 weight 　and 　height．

buffer（0．05M 　phosphate 　buffer，0．25M 　NaCl ，0．02％

Tween −20） で 3 回 洗 浄．0．1％ ゲ ラ チ ソ 加 washing

bufferで プ 卩
ッ ク 後，被検 血 清 〔lgG　40 倍希釈，　 IgM

50倍希釈）100μ 1を 入 れ 37℃，120分 incubateした の ち

washing 　bufferで 3 回洗浄 した ．ベ ル オ キ シ ダ ーゼ 標

識抗 ヒ ト IgG （lgM ，　 IgA）抗体 （TAGO 社）100μ iを

加 え37℃ 120分 incubate 後 ，
　 washing 　bufferで 5 回 洗

浄 し た の ち40mM 　ABTS （2，2
’−azinobis （3・ethyl ・

benzothiazoline−6−sulfonate ））を 加 え OD 　405  に て

吸光度 を測 定 し た．IgE，　 IgG 高応答者 （牛乳 に よ る
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RAST 陽性 の ア ト ピ
ー

性皮膚炎男児）の 血 清を標準 血

清 と し，200倍希釈 （IgM ，　 IgA で は 50倍希釈）した も

の を 1 単位 と し て 定量 に 用 い た ．

　5．牛乳特異 IgG サ ブ ク ラ ス 抗体 （lgG1 ，
　 IgG4 ）

　enzyme −linked　immunosorbent 　assay （ELISA ）法

に て 測定し た．

　PBS に て 希釈 した 牛乳抗原 （鳥居薬品製）20μg／1nl，

1 0μ1を microtiter 　plateに 入 れ，4 ℃ overn 三ght 後 3

回洗浄 した ．500倍に希釈 し た 被 検血 lk10eμ1を加 え

37℃，120分 incubate後 3 回 洗浄 し た． マ ウ ス 抗 ヒ ト

IgGl抗体 （Sigma 社製）ある い は 抗 ヒ ト lgG4抗体を加

え 37℃ 120分 incubateした の ち，ペ ル オ キ シ ダ ー
ゼ 標

識抗 マ ウ ス IgG 抗体 （TAGO 社製）を 添加 し て 8mM

ABTS を 加 え て OD 　405nm に て 測定 し た．

　6．溶血 性補体吸収反応

　被検．血 清 160μ1を56℃ 30分 で 不活化 し，10
−3 か ら10−7

に 希釈し た 牛乳抗原 を 添加 し て 37℃，60分 incubateし

た ，補体 ソ
ース と して Fresh　Cord　Sera　160μ 1を加 え

Table　2　 Change　of 　the 　speci 氤c　IgE　antibodies 　by　RAST 　and 　the　skin 　test

RAST 　SCDre Skin　prick 　test
Tota1

攜 Cow 卩
smnkCasein

π LA βLGSoybeanHenlseggwhiteCow
｝
smilkSovbean

　　「
Hen’seggwhi

セec
砌 ゴガ諏

PK 　test

（
cowTsmilk

）

OxOOxO 10× 9
Age 　　 IM

　　　　　　　2M

　　　　　　　3M

　　　　　　　4M

　　　　　　　5M

　　　　　　　8M

381，316

、080
．463
．333

．5

く IO，0

3000

 

o

20000

0

00000

0

2DOOo

O

n．d

　o

　O

　oO

　o

n．d

　O

　O

　O

　o

　O

4 × 3

命 ・

OXO

3 × 4

3 × 3

n，d

DxO

分

分

o × o

15x15

葺　　一
13 × 工516 × 5

4 × 3i5x6
4 × 36 × 823 ×304 × 5

Mother 47，8 0 o 0 0 0 o 舟　．

n．d．πnot （iene　
−
∈）
一詳negative

Table　3　Change　of 　the　speci 丘c　antibodies 　to　cow ’
s　milk

Cowls 　 mllk 　 spe α fic
　　　　　匸gG
subclass 　 antibodiesCow

’
s　 milk 　 specific 　 antibody 　 titers

igG IgM lgA

Totai

　【gG

（mg ／dD

Total

　lgM

（mg ！dD

Total

　lgA

（mg 〆dl）

CH50

（u／mDIgGIgG 、 　　　，
COWSmilk

βLG
　　　，
Cowsmiik

βLG
　　　．
Cowsmllk

βLG

age 　　 IM

　　　　　　2M

　　　　　　3M

5．111

．412

．7

0．5030320 ．2603

、8425

．0

79 ．8289

．9188

．9

80 ．711

．37

、1

000 506 ．1

　 0

　 0

156 ．8

　 0

　 0

138693894512877551942843〈 1034

．332

．6

Mother n ．dn ．d60 ，46 ．715 ．328 ．359 ．213 ．71552162313n ．d

●． IgG

ト

d［）
000 　 1eo

1　　 2　 　 3　 　 4 　　5　　 6 （M ）

　 　 　tSpeoific
　 （u ）

c （kW

βL

IgM IgA

Total　　 Sp巳 oific 　　　　　　　　　　　Total

（mg
謁

l
！・・δ

の

勲
・

（mg
窃

l
！

Total

1　　 2　　3 （M ）

βLGL

，・ゆ T 。 t・ 1

1　 2　 3 （M ）
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37℃ ，60分 incubate 後各 1ml ずつ の 血清希釈系列 を 作

成 し，各 々 感作 ヒ ツ ジ 赤 血 球 1，5× los／m1 を100μ 1加

え37℃ ，60分 incubateした ．遠心後上清 を OD 　412nm

で 測定し溶血率（蒸留水添加 し た ときの 溶 血 を 100％ と

す る ）を算定 した ．

H 。免疫学 的 検索結果

　入院 時 血 清 総 lgE値 は 381、3U ／ml と 高値．　 RAST

score は 牛乳 3 ，カ ゼ イ ン と β
・lactoglobuHn（βLG ）

は 2，a −lactoalbumin（α LA ）　Oま Oで あ っ た．入院時

に 実施 した 本児の 皮膚反応は牛乳で は陰性 に もか か わ

らず，母 に 行 っ た PK テ ス ト は 陽性 で あ っ た （Table

2）．牛乳特異抗体 は IgG，　IgM，　IgA 抗体 と も増加 し て

い た （本 児の 牛乳特異 IgG 抗体 は 320．2，対照 と し て 健

常児 14例 の 平均 は 56．7）．牛乳特異 lgGサ ブ ク ラ ス 抗

体は IgG4抗体 で は な く IgG1抗 体 の 増 加 が み られ た

（Table　 3）．入院時 の 血 清 CH50の 著 し い 低下が み ら

れ た の で ，こ の 血清 に つ き牛乳抗原添加 に よ る 補体吸

収試験 を行 っ た と こ ろ 補体吸収 の 亢進が み ら れ た．入

院時 の 血 清 に 牛乳抗原 を 添加 し な くて も補体吸収反応

が認め ら れ た （Table　4）．605Z ミル ク 開始後 牛乳特異

抗体 は IgE，　IgM，　IgA抗体 は 1 カ 月 で 低下，　IgG 抗体

は 5 ヵ 月 ま で 徐々 に 低 下 し た ，噸 青 CH50 は 20 日 後 に

は 上昇 し牛乳抗原添加 に よ る 補体吸収反応 は 3 ヵ 月で

減少， 5 ヵ 月で 消失 し た．

牛乳以外 の 反応 に つ い て

　離乳食開始後下痢 もな く無症状 で あ る が プ リ ッ ク テ

ス トに て 5 ヵ 月 で 大豆， 8 ヵ 月 で卵白卵黄 の 反応が陽

性 と な っ た ．こ の 時点で 血 清 IgE　10U／ml 以下，牛乳，

Table 　4　Result　of　complement 　consumption

　　　　test　by　cow
’
s　milk 　antigen

　 　 　 　 　 　 　 （cow
’
s　 milk （十 ）／cow

’
s 　milk （

一
））

Cord　sera

× 50 XlOO

Age lM 97／36 99／93

2M 95／1 99／45

3M 33／  92／35

4M 1／0 1／ 

5M 1／0 0／0
6M 2〆0 0／G

Mother 0／0 0／0

　Heat　inactivated 　serum 　of 　the　patient　 was 　incubated
with 　cow

’
s　milk 　antigen 　fol］owed 　by　adding 　of 　the　human

cord 　 serum 　 as 　 complement 　 source ．

　Then 　hemolytic 　complement 　absorption 　was 　examined ．

大豆，卵 白 とも RAST 　Oで ある が，ダ ニ RAST が 3 と

な っ た （Tab ］e　 2）．

考 　察

　食物 ア レ ル ゲ ン に よ っ て ひ きお こ され る臨床症状は

多彩 で あ る が ，そ の 証明 は容易 で は ない ，こ れ は 食物

ア レ ル ギ ー
の 発症に お い て Coombs　and 　Gel1の 1，

III，　 IV型 ア レ ル ギ ーが 複雑 に 関係し て い る た め と思 わ

れ る．

　今回 私 た ち は 哺乳直後 に 水 様 下 痢 と腹 部 膨 満 を ぎた

す こ と を 主訴 とする 生後 1 ヵ 月 の 女児例 を経験 し た．

　本児 の 検査所 見 と して

　1．牛乳 プ リ ッ ク テ ス ト陰性，PK テ ス ト陽性

　2．総 IgE値高値，　 RAST に て 牛乳特異 IgE抗体陽

　　 性

　3．牛乳特異 IgG，　 IgM ，　 IgA 抗体 の 上昇

　4．牛乳特異 IgG1 抗体 の 上 昇

　 5．血 清補体価 の 著明 な 低下

　6．牛乳抗原添加 に よ る 補体 吸収 の 亢進

が あげ られ る．牛乳抗原 を添加 し ない 状 態 で も補体 の

吸収が み られ た こ と か ら発症時 に は か な りの 量 の 免疫

複合体 が形成 され て い た と考 え られ た．ま た 605Z の 使

用 ， 症状の改善 と と もに 補体価，補体 吸収反応 の 正常

化，牛乳特異 IgG 抗体 の 低 下 が み ら れ た．

　本児 は 哺乳開始 2週間 ご ろ か ら哺乳直後 の 下痢 と腹

部膨満が始ま り， シ ョ ヅ ク 様状態 に な っ た こ と，牛乳

成 分特異 IgE 抗体 が 高値 を 呈 し牛乳除去と と も に IgE

抗体が低下 し た こ と か ら臨床的に は 1型 ア レ ル ギ
ー
反

応 が強 くお こ っ て きた もの と考 え られ る．しか し血 中

に 生 じた 免疫複合体が補体 と結 合 し低補体 血 症を生 じ

た反応が症状の 発現 に 何 らか の 関与 を した こ と は 考慮

す る 必要 が あ る ．
’
不 活化 し た 本児の 血清 に 牛乳抗原 を

添加す る と血清中 の 補体結合性抗体 と反応 し新 た に 添

加 した 補 体 の 消費 を お こ し た こ と は ，か な りの 量 の 補

体結合性抗体が存在し た こ とを意味して い る．また牛

乳除去後 CH50 値，補体吸収反応 の 正 常化，牛乳特異

IgG 抗体 の 低下がみ られ る と と もに 症状の 改善が み ら

れ た こ と は IH型 ア レ ル ギ ー
反応 の 関与 を 強 く示 唆す る

もの と考 え られ る ．通常補体結合性抗原 の 関与す る ア

レ ル ギ ー
反応 は ア ル サ ス 型 を示 す の で 血管病変を お こ

し腎，皮膚，肺 な ど で 出 血 性 の 変化 を 示 し て くる は ず

で あ る が，本児 は 尿，気道分泌物，便 （潜血反応 は 入

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

62 補体価の 低下を 伴 っ た 牛乳 ア レ ル ギ
ー

の 1例

院時 の み 陽性） に は 明 らか な 血 液混 入 は み ら れ ず，

Go 〔〕dpasture様の 症状を認め なか っ た．し か し経過中

著 し い 正球性，正 色素性貧血が み られ 2 度に わ た る濃

厚赤血球輸血を必 要 と した ．どこ で そ の よ うな失血 が

お こ っ た か は 証明 し え な か っ た．

　中川 らD は 卵 に 感受性 の あ る 成人気管支喘息患者 5

例 に 卵負荷を 行い その う ち 1例 に 卵摂取15分後に till中

IgGl抗体の 低下，免疫複合体 の 増加 を認 め さらに 8 時

間後 に は喘息症状を発現し た こ と か ら食物ア レ ル ギ ー

の あ る 喘息 で は III型 ア レ ル ギ ー
の 関与す る 可能 性を示

唆 し て い る．Inganas ら
21
も ovalbumin （OA ）の 負荷

に よ り OA 特異 IgG 抗体 が減少 し OA を含む 免疫複

合体が 上 昇する こ と を報告 し て い る．ま た Paganelli

ら
3｝は 食物 ア レ ル ギ ー

の あ る 成人 に 食事抗原 を 負荷す

る と 血清中に 免疫 複合体 が 上 昇 す る こ とを報 告 し，

disodium　cromoglycate の 前投 kjで結果的に 免疫複合

体 の 上昇 が 抑制 さ れ る こ とか らまず 消 化管 で lgE抗

体 の 関与す る 即時型反応 に よ り血 管透過性が高ま り抗

原 吸 収 が 亢進す る可 能性 を 示 唆 し て い る ．本児 は 入 院

時牛乳特異 IgG1抗体が E昇 し て い た が
，
　 Bieloryら

4 》

は equine 　antithymocyte 　g］obulin を 投与 した 再生 不

良性貧血 患者の serum 　s三ckness 症状 の 出現す る 時期

と IgG1抗体お よ び 免疫複合体 の E昇する時期が一致

し，IgG4 抗体 は 免疫複合体 の 形成 さ れ る 時期 よ りも遅

れ て 上 昇す る こ と を報告 して い る．入 院時に 行 っ た 皮

膚反応 で 牛乳 の 反応が陰性 で あ り母親 を 用 い て 行 っ た

PK 反応で陽性で あっ た こ と は
， 本児 の 入院時 の 状態

が シ ョ ッ ク 様 で あ っ た こ とに よ る反応 の 抑制 と考え ら

れ る が，IgE 抗体以外の ク ラ ス の 牛乳成分特異抗体 が

存在 した た め に 阻止抗体 と し て働 ぎ反応を抑制 し た こ

と も考慮す る 必 要 が あ る．

　 10年間牛乳を接取 し な か っ た 母 親 が妊娠 5 ヵ月か ら

多量 の 牛乳摂取を こ こ ろ がけ た ．入 院時本児の 血清で

は 各ク ラ ス の 牛乳成分特異抗体 が 上昇 し て い た が
， 同

時に 測定 した 母血 清中 の 牛乳特異抗体が上昇し て い な

か っ た こ と は 本児 の 抗体 が 胎盤移 行性 で は な く，本児

自身が産生 し た もの と考え られ た．Michelら5｝は 牛乳

特異抗体陰性 の 母 か ら牛乳特異抗体陽性 の 新生児が出

現 し た こ とか ら，食物抗原の 母 か ら胎児 へ の 先天感作

が 存 在 し うる こ と を報告 し て い る．ま た 川北 ら
6）

は 未

熟児 は 修 正 在 胎 36週 か ら 牛乳 に 対す る IgG 抗体産生

能 を もつ こ とか ら ， 胎児 が 抗体 を産生す る 可能性があ

る と し て い る．本児は 出生後人 工 栄養で 育て ら れ ，す

で に 胎内感作状態 の あ る とこ ろ に さらに 抗原を与 えら

れ た た め に，著 し い ブー
ス タ

ー
効果 を与 え，特異抗体

産 生 に 拍車 が か か っ た と推測 さ れ る ． こ の こ と は 栄養

を 605Z の よ うな カ ゼ イ ソ お よ び各種 の 牛乳蛋白を 分

解 し た ア ミ ノ 酸乳 に 変更 し 抗原刺 激を除去 し た 後は
，

急激に 牛乳特異 IgE，
　 IgM ，

　 IgA 抗体が消失 し IgG 抗

体 も次第 に 低下 し た こ とか ら察知 で き る．

　本 論 文 の 要 旨 は 第28回 日 本 小児 ア レ ル ギ
ー
学会 で 発表 し

た．
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       A  CASE
Relationship withOF

 SEVERE
Type  I andMILK

 ALLERGY
Type III AIIergic Reactions

Nobana  Hayashi, Kenji Owa, Satoshi Yoshijima, Takeshi  Hatanaka,  Yutaka  Suehiro and  Keisuke  Shinomiya

                       Division of Pediatries, Saiseikai IVbkatsu Bbspitai

                             Yasuhiro  Inoue and  Susumu  Hosoi

                     Division ofPediatrics, IVbtionat Minami-K},eto Hbspilal

   A case  of cow's  milk  allergy  related  to typeIand  type III allergic reactions  is reported.  .The patient is a

one-month-old  girl. She had  watery  diarrhea and  abdominal  clistention soon  after  commencement  of milk  feeding
two  weeks  after  birth, She was  cyanotic  and  floppy on  admission,  Intravenous cornplete  hyperalimentation was

tried to combat  her diarrhea with  good  clinical effect. Then  feeding with  605Z milk  (enzyme digested cow's  milk

antigen,  Meiji Milk Products Co,, Ltd,) was  started,  and  the diarrhea improved.
   Laboratory findings showed  positive milk  PK  test, elevated  IgE score,  and  positive rnilk specific  RAST  score,

decreased serum  complement,  elevated  levels of each  immunoglobulin  class  of milk  specific  antibodies,  especially

milk  specific  IgGl antibody  and  increased complement  absorption  test. She was  diagnosed as  having milk  allergy

related  to both type I and  type III allergies  from the above-mentioned  results.  Specific antibodies  were  diminished
after  feeding with  605Z.

   Although her mother  had not  taken  cow's  milk  ever  the past le years, she  took a  lot of  milk  during  her

pregnancy. But her serum  milk  specific  antibodies  were  not  elevated.  It was  suggested  that the baby's antibodies
were  not  derived from her mother  but that  the  baby produced  them  by herself.


